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環境政策課  ☎ 096-333-2266  FAX 096-383-0314  
電子メール  kankyouseisaku@pref.kumamoto.lg.jp 

検 索熊本の環境「熊本の環境」ホームページ

お問い合わせ先

　県では、①ノーマイカー通勤・エコドライブ ②マイバッグ利用 ③省エネ
家電・製品の購入 ④テレビ時間の短縮 ⑤冷暖房設定温度の緩和の５つ
の県内統一行動や森づくりなどを進めています。

　県経済の持続的な発展と県民生活の
向上との両立を図りながら、地球温暖化
対策に取り組んでいきます。

熊本の森を次の世代へ

農林水産政策課 ☎096-333-2422

ホームページ　http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/67/morizei.html

お問い合わせ先

　県では、平成17年度に「水とみどりの森づくり税」を
導入し、森林の持つ水源かん養や山地災害の防止などの
機能を守る取り組みを行ってきました。これまでの4年
間で、管理が見込めない人工林約4千ヘクタールを自然
林に近い森林に誘導する事業などを行いました。
　また、植林などの森づくりや森林環境学習活動などに
延べ2万人以上の県民の皆さんが参加されています。

「水とみどりの森づくり税」を活用した事業の実績などを、ホームページで公開しています。
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　熊本県中小企業家同友会（会員：中小企業経
営者約700人）では、平成20年から阿蘇郡西原
村で、5年間に5千本の植樹を目標とした
広葉樹の森づくり活動を行っています。作
業には、会員だけでなく、会員外のゲスト
参加もできます。
　炎天下での下草刈りなどは本当に大変
ですが、熊本の豊かな自然が守られてこそ

熊本の経済が発展し、企業経営が成り立つという考えのもと、みんなで力を
合わせて頑張っています。

自然を守って、経済発展につなげたい自然を守って、経済発展につなげたい
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エコライフは、
できることを無理せずに

　水俣市では、市民のマイバッグ（買い物
袋）持参率を、平成31年までに90%以上
にするという目標を掲げています。水光社
では、リサイクル活動などの成果を積極的
に地域に還元しており、今年2月からはレ
ジ袋の無料配布を中止します。
　企業は、資源の有効利用を率先すると
ともに、消費者のエコ活動を支える立場に

もあります。一企業の100歩より、「100人の1歩」をバックアップするため、皆さんと
一緒に取り組んでいきます。

マイバッグ推進でエコ活動をバックアップマイバッグ推進でエコ活動をバックアップ

　少しでもCO2の削減に役立てばと思い、お店
に太陽光発電システムを取り付けました。設置
にあたっては、国と県に加え、住んでいる大津
町から補助金も。発電量や使用中の電力量は
もちろん、CO2をどれだけ削減できたかもモニ
ターで表示されるので、より省エネを意識する
ようになりました。

　モニターはお店に置いています。ご覧になったお客さまが
太陽光発電を考えるきっかけになるとうれしいです。

太陽の光でCO2削減を！太陽の光でCO2削減を！

一人一人が
できることから
取り組みましょう。

地球を守る大きなやさしさ！くまもとのエコ活動
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熊本の森を次の世代へ
「くまもとソーラープロジェクト」推進中

産業支援課 ☎096-333-2320

「くまもとソーラープロジェクト」ホームページ　http://www.pref.kumamoto.jp/site/solar/

お問い合わせ先

　太陽光発電の先進県を目指し、企業や熊本大学と協力し
て、太陽光発電の新たな実証実験に取り組んでいます。
　通常「屋根」に取り付けることが多い太陽電池ですが、
富士電機システムズ（株）製のフィルム型太陽電池の特長を
活かして、建物の壁面や曲面設置、遊休地への水平設置など
を実験しています。
　県では、今後も太陽光発電に関する取り組みを支援して
いきます。(有)インテリア白川 会長
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　県では、平成17年度に「水とみどりの森づくり税」を
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「くまもとソーラープロジェクト」推進中県の取り
組み
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熊本交通運輸（株）
代表取締役

携帯電話をパネルにタッチすると、熊本市内の観光地や県特
産品を案内する、「Ｋタッチナビ」のサービスを開始しました。
パネルは交通センター、空港、熊本城周辺などにありますの
で、ご利用ください。
携帯サイトアドレス　http://k-touchnavi.pref.kumamoto.jp

■お問い合わせ先／情報企画課 ☎096-333-2144

くまもと観光交通特産品案内システム
「Ｋタッチナビ」サービス開始

平成23年春の「九州新幹線全線開業」を県民の皆さんに広く知
ってもらうため、プレ事業を開催します。県内各地の「食と文化」
が一堂に集まる熊本城にぜひお越しください。入場無料。
◎日時／3月20日（土）～28日（日）
◎場所／熊本城奉行丸（「くまもと春のお城まつり」の中で開催）
■お問い合わせ先／新幹線元年戦略推進室 ☎096-333-2134

九州新幹線全線開業１年前プレ事業（イベント）開催！

家庭での温暖化対策として電気・ガス・水道の一部門以上の使用量削減に
取り組んでいただき、優秀者を表彰します。「くまもとエコファミリー」に登録
いただいたご家庭が参加できます。詳しくはホームページをご覧ください。
くまもとエコファミリー http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/42/ecofamily.html

■お問い合わせ先／環境立県推進室 ☎096-333-2266

参加者募集！「ｅ－チャレンジ・コンテスト」
家庭での温暖化対策として電気・ガス・水道の一部門以上の使用量削減に

参加者募集

公共交通機関の利
用もエコですね！

　約20年前に取り組み始めたエコドライブは、初
めは経費削減と交通事故防止が主な目的でした。
今は温暖化の防止が大きな狙い。運転の特性や速
度・回転オーバーなどを記録し、エコドライブ達成
度が数字で分かる「デジタル・タコグラフ」を導入し
ました。車両の大型化による効率化、同業他社との
共同配送などでも省エネに貢献しています。
　今後は情報を他社とも共有し、トラック業界全体での取り組みの推進につなげ
ていきたいと考えています。

　平成17年に、くまもとエコファミリーに登録。
お風呂の保温シート活用や、毎日の電力使用
量やCO2排出量が分かる『省エネナビ』の利
用により省エネ達成度を把握する活動で、平
成20年度実践行動キャンペーン家庭部門最
優秀賞を受賞しました。
　エコタップで小まめに電源を

切る、調理時間が短い土鍋を使うなど、無理をせずに、で
きることからはじめています。子どもたちも、家庭の省エネ
活動を通して、環境問題に興味を持つようになりました。
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くまもとエコファミリー

http://www.kumamoto-eco.jp/

